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年度別歳入歳出規模比較 （単位 10億RP) 
1 歳入｜歳出 ｜赤字
1 9 6 2 I 7 4.O I 122 .1 I - 48 .1 
196 3 I 162.1 I 329.8 I - 167.7 
1964（実績一暫定）｜ 283 .4 I 681. 3 I ー 397.9 
1 9 6 5 I 923 . 4 I 2 , 526. 3 I -1 , 602 . 9 
（出所） IMF調査団報告（64,5年），財務局。
（ロ）歳出の内訳 部門別歳出比較 （単位 10億RP) 
1962 1963 1964 1965 
一般行政 4.52 19.90 28.91 114.14 
安全保障部門 73.52 119.41 194.80 762.39 
経済 部 門 ① 35.13 161. 91 335.80 1,053.98 
ー－ lV －ー｝ - 74ー
インドネシア
文教部門 i 5. 02 I 13. 59 I 20. 87 I 77 .11 
社会部門｜ 3. go I 9.40 I 20.49 I 31.52 
特別支出②｜ …｜ 5 . 58 I 80. 46 I 487. 18 







｜ 通貨供給量（M) ｜主要物価（P) I通貨 流
各 年 末 卜 一一一一一一一一一一一 一i 千 ～一一一一 ｜ 一一
｜協賛1十指 数｜上あ率｜指 数｜上あ率｜通広度
62 f 135.9 I 284 I 101 I 421 I 山 I 1.48 
1963 I 263.4 i 5δ2 I 95 I 980 I 133 I 1. 78 
1964 I 703 . 1 I 1 469 I 166 I 2 07 4 I 112 I 1. 41 
1965 I 2,982.0 I 6,234 I 324 I 13,804 I 569 I 2.21 




































































1. 超過利益税 これは 9月から実施されたものであるが，第5分類の輸
入品（ぜいたく品，国内消費用完成品）に対し新たに超過利益税を賦課する
もので，乾電池，食器，陶製タイノレ， 自動車についてはCI F価格 1ドル当
り20新ノレピア，その他については10新ルピアが課せられることになった。
2. 輸出ボーナスの引上げ輸出促進に必要な為替デ、イスパリティ解消の
ため， BE率を第 1品目（ゴム，コプラ，タバコ，茶，コーヒー，錫等） 20 
%→50%。第2品目（家畜，野獣，食肉） 60%→75%。第3品目（林産物，
石油および錫を除く鉱産物等） 100%→90%と修正した。
3. AD  O制度（地方自動外貨割当） 各地域からの輸出にインセンテイ
ヴを与えるためで，輸出外貨収益の10%は当該輸出を行なった地域に対する
地方自動外貨割当として，外為基金が 1ドノレ＝10ノレピアのレートで当該第 1






































































































































































































まづここ 2, 3年の両国貿易（通関統計）をみてみると， 38年は日本の輸出 1倍、ド
ノレ，輸入 1倍、ドル， 39年輪，1:H1億2000万ドル，輸入 I億3000万ド、ル， 40年 1月～10月

























































Rp 0.60 ( 1リットノレ）
Rp 1 C 1 " ) 
Rp 0.80 ( 1 " ) 
-109- 一（ 5 )-
インドネシア C1月〉


























































8 日 T SEKKIB東京支部一一SEKKIB（西イリアン問題事務局）は，西イリアン開発
に関する対日協力の円滑化の為に東京支部を開くべく代表団を東京に派遣した0








































































18日 l PKI解散静観一一スカルノ大統領は， KAMI代表に対し， PKI解散はしばら
く静観すべきであると語った。この席には，アブ「ダ／レガニ国民関係調整相，タイ




















































22日 v地下 PKI スラエマン・チアミス地方軍管区参謀長は，同地区内に PKI地
下組織がある兆がみえると語った。












25日 l GASBIINDO抗議一一一GASBIINDOは， AAJA本部をジャカルタから北京に
移した中国ジャーナリスト連盟のー一方的行動を非難した。
























































































































一（ 16 ）ー -142-
インドネシア（ 2月〉
先月24日のスハルト陸相の言明によるものでその構成はアリ・サイド議長（陸軍中
佐〉， ムルチヨソ副議長（陸軍中佐）， ムリヤ軍事検察官（陸軍中佐）， ハデ、イワノレシ
ト副議長（陸軍少佐）， フレデリツク書記（陸軍大尉〉，スガンタ副議長（陸軍中尉）







































閣 僚 名 符合 人員数ト数
1 首 相 スカノレノ大統領 。 1 
2 第1副首相スパンドリオ 。 2 
3 第2副首相 レイメナ 。 3 
4 第3副首相 ハエノレノレ・サレー 。 4 
5 第4副首相イドハム・カリド 口（人民協議会副議長〉 5 
6 情報相アフマディ少将 。 6 
外関務係調・対整外閣経僚済 スパンドリオ 。
外係務・対・対外外貿経易済相関I スパンドリオ 。
9 司法・内務調整閣僚サルトノ ム 7 
10 内 相 スマノレノ少将 。 8 
11 法 キ目 アストラウイナタ 。 9 
12 雲市蘇 ウイノレヨノ・プロジヨデイコロ 。 10 
13 検事総長・閣僚 スタノレディオ准将 。 11 
14 国防調整閣僚サルピニ少将 。（復員軍年安 12 
チオン×
15 国防調整代理閣僚 ムノレシド少将 ム（陸軍司令官第1代理） 13 
16 陸軍司令官・閣僚 スハノレト中将 。 14 
17 海軍司令官・閣僚 ムルヤジ少将 ム（海軍司マ令ノレ官タ第ジ1ナ代タ理×) 15 
18 海軍司令官代理閣僚ノリレトノ少将 ム 16 
19 空軍司令官・閣僚 ムルヨノ・へyレランパン 0 17 







21 財政部門調整閣僚スハルト博士 口（国家企画相〉 19 
22 中央銀行相ユスフ・ムダ・グラム 0 20 
23 中央銀行相補佐アリフィン・ハラハツプ ム 21 
24 中央銀行相補佐ハッサン ム 22 
25 国家予算相 スノレヤジ 0 23 
26 歳入相ゲン・イマン・サントソ 0 24 








31 国家調査相 スハジ・レクソワノレドヨ 6 29 
32 復員軍人・復員相パスキー・ラーマト少将ム 30 
33 石油・ガス相イブヌ・ストゥオ少将 口（幹部会付閣僚） 31 
34 鉱山相アノレムナント 0 32 
35 基幹工業相モハマツド・ユスフ准将 ム
36 観光相ハ ムング・ブオノ 口


































































61 海 運相 アリ ・サジキン少将 0 
62 漁業海洋開発相ノ、ムザ・アトモハンドヨ少将 0























































































































76 国民関係調整閣僚 ノレスラン・アブドルガニ 0 69 
77 錯野島験主義語諮 yレマンピ 0 70 
















88 首相代理待遇 、エ1 J サ
人民協議会議長ノ ノノ !I 
調整閣僚待遇
89 人民協議会副議長 アリ・サストロアミジョヨ 0
90 同 同 イドハム・ハリド 0 

























口 アノレジ・カノレタウィ 83 
ナタ×）
93 最高諮問会議・第 1副議長 サノレトノ 0 84 
94 財政管理機関議長スプラヨギ少将 口（公共事業調整相） 85 
95 パベナス議長 スマノレノ 0 86 
96 対外経済関係閣僚 アダム・マリク 0 87 
閣僚待遇
97 国家事務局長イクサン 0 88 
98 国家秩序機関議長 ウイノレヨ・プスポユド
99 原子力機関委員長シワベシイ ム 89 
100 国会副議長シャリフ・タエブ ム 90 
101 同 ムルサリン 0 91 














閣 僚 名 符合 人員数ト数
106 同 モフタノレ・ウスマン ム 96 
107 同 ラジウス・プラウイロ ム 97 
108 同 パンデラキ ム 98 
109 航空機工業司令官 オマル・ダニ 口（空軍司令官〉 99 
110 同 支配人 クノレウェ・カノレタアジレジャ ム 100 
111 ジャカノレタ市長 スマルノ ム 101 



















































'l PKI西欧に？一一オランダの“DeTelegraaf”は， 10月以降数百人の PKI党
員が西欧に亡命していると伝えた。
-149ー 一（ 23 ）ー
インドネシア（ 2月〉





T NU，ス大統領に忠誠一一一アミスディン NU事務局長は， NU40周年式典での
スカノレノ大統領への忠誠が確認されたと語った。
V学生代表，ス外相を訪問－KAMI分子を含むインドネシア大学学生はス





















































































































































T KAPPI・・設置一一PPI,GSNI, IPPI, Pantjasila, PERPEKI, Pel. Al Irsjad, 
Pel. Al Washlijah, Pel Ekonomi Indonesia, Pel Potvi-Skkp, Pel Sekolah 

































生産 3ヵ年昔画によると， 1969年には少なくとも 2億ドルの外貨獲が見込まれ
ており農園の復旧面積は 6万7500ヘクタールとなろう。
















’PPMI共同声明一一一PPMI所属の学生団体Madjelis Mahasiswa Indonesia, 





























































































一（ 32 ）ー -158-
インドネシア（ 2月〉
調整相ら27名が大統領と会談した。






' 9組合共同声明一一Sarbumusi,KBNI, Kubu Pantjasila, Kongkarby SOK 













































































2品目物資は 8%，第 3品目物資は 2%を占めるものである。周知の通り各品目に対
する報償は外貨取引局に納入される外貨の10%,15%, 50%である。 この解説に述べ
られた各レートに応じて，輸出業者の報償は次の比率で分布する。
第 1品目：輸出高の 9% (90%×10%) 
第2品目：輸出高の1.2%(8%×15%) 

















































国内価格と国際価格の~離をうめるために輸入権の形での奨励が built in systemと
してえられなければならない。 この奨励制度の存在に刺激されて輸出業者はより大量
の輸出を行なうようになるのである。



















50%の証書が与えられる。 （特に Berdikariプロジェクトには50%以上〉。 Berdikai
（自力更生〉プロジェクトの内容は，余り遠くない将来において外貨取得あるいは外
貨節約となるようなプロジェクトである。
2. この輸出特別報償証書とは別に，政府は 1ドノレ 1万ルピアの交換レートによる
輸出プレミアムを与える（大統領令No.20/1965)0 
3. 上記2項の他に，輸出業者は 5%の外貨割当（A.D）を受ける。 したがっても
しある輸出業者が 1ドルのゴムを輸出したとすれば，その受取分は， (1）対ドノレ交換レ
ートによる31万ルピア，（2）輸出特別報償証書0.1ドノレ，（3）外貨割当 5%となる。































ド当り FOB価格で20セントであった。 (kg当り 44セント〉。そして 1ドノレは10ノレヒ。ア
（プレミアム等を含めて〉に相当したので44セントは44ノレピアと等しかった。通常チ
ェックプライスが20セントであるので， 差額は5ドノレとなりこれから輸送費ポンド当
り2.5ドルを差引いても，ポンド当り 2.5セント， kg当り， 15.5セントの差額が生じた。
もしこの差額による取得外貨が自由市場で売られるとすれば， これによる取得ノレヒ。ア
は約2ノレピアである。そしてこの差額（ 2ルピア〉に， 輸出プレミアムその他（44ノレ
ピア〉を加えても， RSSIの輸出による利益は，支出された資金， つまり RSSIがkg
当り 6.25ノレピアで取引された時の価格と等しくなる。






























































































会議決定No.Aa/D /24/1966) BN紙 2月14日
第 1条輸出製品および農産物は下記の品目に分類される。








(1）ゴム (2）コプラ (3）タパコ (4）茶（5）コーヒー (6）胡栂 (7）油榔子の油 郁
子種子 (9）サイザソレ帥錫
2. 第2品目の輸出製品および農産物
(1) 家畜 (a）守二 （防水牛 (c）羊 (d）山羊
(2) 家畜／野獣 (a）水牛の皮 (b）山羊皮 (c）蛇皮 （叫トカゲ皮 (e）鰐皮
(3) 家畜の食肉 （司タピオカ (b）タピオカ澱粉 (c）ガフ。レック (d）油粕 (e）烏
の巣 (f)molasse 
臼）香辛料（a）チヨコレート (b）ヴァニラ (c）キナの皮 但）キナの塩 (e）肉桂
種子 （£）フアリー (g)Cassia Vera (h）丁字
(5) 油子を含む種子類 (a）カポック種子 (b）落花生 (c）大豆
(6）繊維類カポック
3. 第 3品目の輸出製品および農産物
(1）林産物 (a）木材 （同ロダン (c）樹脂 (d）コパール (e）テレピン (£)Teng-
kawn (g)Bensok 




(4）植物および動物油 (a）大豆油 (b）榔子油 (c）亜麻油 (d）豚油 (e）香油
(5) 手工業および工業製品 (a）ノミチック製品 (b）繊維製品 (c）木および銀彫刻
(d）鉄およびタパコの手芸品 (e）家具 （£）経（g)Pandanおよび竹製品 (h) Anjam 









ω海産物 (a)Kerang貝の皮 (b）真珠 (c) Trrpang (d) ikan-segar魚 (e) 
Agar tuba 
ω その他 （乱） Biga （叫動物の爪 (c)Katuljdeack (d）ジャワトウガラシ (e) 
薬用しょうが (f) KumisKutjing （到しょうが (h）蕃栂 (i）ヒマシ油種子 (j) 















































































1.アチェ 6万3000トン， 2.北スマトラ 5万トン， 3.西スマトラ 3万5000トン，
4.内陸部リアウ7000トン， 5.ジャンピ7000トン， 6.南スマトラ 5万トン， 7.ラン
ポン5万8000トン， 8.西カリマンタン1万5000トン， 9.中カリマンタン7000トン，
10.東カリマンタン7000トン， 11.南カリマンタン2万1000トン， 12.西部ジャワ35
万トン， 13.中部ジャワ31万5000トン， 14.ジョクジャカノレタ， 15.東部ジャワ35万
16.パリ 2万8000トン， 17.西ヌサトウンガラ 2万9000トン， 18.北スラウェシ 1万












































































































0第 7 副首相 ハメンク・ブオノ (9ポスト〉
























































































































































































0貿 易 省 D・アズハリ准将








































































海 運 局 スサトヨ・マノレジ海軍准将；次官












0内 務 省 パスキ・ラフマト少将
内 務 局 パスキ・ラフマト少将
農村闘発局 アミヌジン・アジス次官
土 地 ）吊 ヘノレマンセス次官





文 化 局 サリノ
。宗 教 ：省 サイフジン・ズフリ
宗 ． 教 局 サイフジン・ズフリ





































一（ 54 ）ー -128-
インドネシア（ 3月〉
日誌（3月〉
























































































明を発Lたn これら団体は， PMTI,PMKR 1,HMT，日EMMI,GMKI, SOMAI, 
Pelmasi, T孔1M,GER恥1AHII,G孔1NT,G九1RT,IPMI，であるo
Y KABI活動一一西部ジャワ KAB1（インドネシア労働者行動戦線〕はスカノレノ





















































































































































































一（ 62 ）ー -136-
インドネシア（ 3月）
会に提出された。また歳入原案もほぼ同額である。


















































































































































































































































1.サルトノ， 2，スヨノ・ハデ、イノト， 3. ヒダヤット女史， 4.イドハム・カリ
ド， 5.チョクロアミノト， 6. ワヒド， 7.シレガノレ， 8.アスマラ・ハディ， 9. I・
一（ 70）ー -172ー
インドネシア（ 4月〉
Jカシモ， 10.マワノレディ， 11. ムナシlレ， 12. ムノレティオソ， 13.サリム， 14. ウ
トヨ・ウスマン， 15.A・M ・ダトク， 16. スドノ， 17. A・M ・ダサアド， 18.マ
サグン， 19.ギンティングス， 20.モコギンタ， 21.アブダラ， 22.サケミ， 23.ウィリ
アデイナタ， 24.マスクノレ， 25.パダウィ， 26. ドリヤノレカラ， 27.ハノレトヨ， 28. 
マストラ， 29. スラストモ， 30. マンスノレ， 31.ヘノレリナ， 32. プラディレジャ女史
33.パリイド， 34.タナ女史， 35. シトモラン， 36. スラトマン， 37.イスマイノレ，
38. ジュナイディ， 39.ナハノレ， 40.サユティ・メノレキ， 41. ブロジョネゴロ， 42. 
モノスト， 43.ニチサストロ， 44. シンフナタ， 45. スバノレジョ， 46.オウ・エン・
リアン， 47. ブラタナタ， 48. ヨハネス， 49. R・アプドlレガニ， 50.ハムコレム，
51.ディマラ， 52.M ・アフミッド， 53. シワベセイ， 54.メノレタ， 55. ララムンテ
ィク， 56. コスフ， 57. ワノレタボネ， 58. マシイ， 59.リウト， 60. シャフラニ， 61.











第 3 " 

















































一（ 72 ）一 -174ー
インドネシア（ 4月〉


































































一（ 74 ）一 -176ー
インドネシア（ 4月）
5. 東インドネシア

















1 日 V ナ将軍談一一ナスチオン KOGAM副司令官は MPRSと議会を整理した後
45年憲法にそって召集されるべきであると語った。














































一（ 76 ）ー -178-
インドネシア（ 4月）








































































































25日 , MPRSを討議一一スカルノ大統領は副首相・閣僚と来月 12日に予定されてい
るMPRSについて討議した。またそれに先立つて大統領はスハルト副首相， ユ
スフ基幹工業相と打合せを行なった。








1. ゴム 9708トンーヨーロッパ，アメリカ， 日本，パキスタン，ソ連
2. 茶 2万0601箱一アメリカ，オーストラリア，オランダ，ベルギー
3. パノレムクノレネノレ油 1万1796トンーベルギー， 日本，西独
4. パノレムクノレネノレ 3500トンーベルギー， 日本

























, NU系団体新 DPAを拒 否 －NU系のアンソーノレ， Sarbumusi,Pertanu, PM 
I, Lesbumiは先の新DPA任命は45年憲法に違反するとして禁止するようにN
U中央委員会に要請した。また KAMI幹部会， GMKI, 南スマトラ・パンチャ
シラ戦線， NF職能クVレープ中央委員会新DPAを受け入れることはできないと
声明を発表した。














































































(2) Aneka Niaga " 
(3) Pantja Niaga " 
(4) Satya Niaga I 
(5) Dharma Niaga ， 
(6) Pembangunan Niaga " 
-185- 一（ 83 ）ー
インドネシア（ 4月）
(7) Dirga Niaga国営商社
（旧 AdumaNiaga I) 
(8) Tjipta Niaga国営商社
（旧 PembangunanNiaga I) 
(9) Kerta Niaga国営商社
（旧 AnekaNiaga I) 
帥 Sapta Motor国営商社
。 KaryaTjotas 
(12) Fadjar Ternak グ
0-3) Mega Electro " 




















(2) Indra Karya 






(5) Kumala Karya 1 
(6) Hutama Karya 1 




帥 IndahKarya " 
(12) Amarta Karya グ
M Nabuka Karya 1 
(14) Bina Karya " 


































































































M 国営 Palembang第 3地方 " 
(14) 国営タンジュンプリオク第4地方グ
M 国営 Surabaja 第 5地方グ
。 国営 Surabaja 第 6地方グ
。カ国営 Bandjarmasin 第 7地方グ





(2) 国営 MerpatiNusantara " 











(2) Eka Grafika グ
(3) Dwi Grafika グ
(4) Tri Grafika " 



















































































































































































































































































西ヨーロッパ 15,754 59,747 
オーストラリア 61 681 
デンマーク 6 56 
ノノレウェイ 3 4 
スウェーデン 20 151 
フ、ノレガリア 25 405 
東ドイツ 16 137 
ハンガリー 13 74 
欧州部ロシア 1,468 4,051 
チェコスロパキア 1,591 2,877 
ユーゴスラピア 1,234 3,838 
ポーランド 89 1,177 
他のヨーロッパ諸国 4,528 13,451 
輸入合計 97,451 238,896 
IV 1月の輸入実績
品 目 名 重量c10ookg)＼金額（1蜘レピア）
1. ミノレクおよびミルク製品 63 I 242 
2.塩干魚
3.米および嬬米 13,615 23,020 
4.小麦粉 66 76 
5.果 実 50 122 
6.薬 ロロ 75 2,918 
7.縫 糸 54 1,532 
8.末晒綿布 3 30 
9.晒綿布 160 2,929 
10.色物綿布 374 5,058 
一（ 90 )- 一 192-
インドネシア（ 4月〉
品 目 名 （重量（1000kg) l金額（1伽レピア）
11.車両および部品 116 658 
12.書 籍 36 1,097 
13.丁 + 158 1,088 
14.葉タバコ
15.化学薬品 2,204 5,520 
16.化学製品 652 5,735 
17. コーノレタール染料 33 713 
18.黒色 染料 245 288 
19.アンモニア硫酸塩 10,659 17.394 
20.精 油 11 304 
21. 月巴 料 4,456 48,042 
22. カーボード，新聞用紙 833 1,249 
23.包装 紙 62 98 
24. タパコ巻紙 116 468 
25.綿織糸 876 22,503 
26.その他の織糸 577 6,103 
27. シャーティング・スーバー 534 6,592 
28. キャンブリック・シャーテイング 737 10,492 
29.包 装用袋 16 171 
30.石油製品 7,712 7,751 
31.セメント 30,642 7,736 
32.棒鉄鋼 2,038 4,533 
33.高炭 素鋼 272 332 
34.非絶縁鉄線 2,848 3,866 
35.鉄 板 3,081 4,580 
36.錫 板 145 178 
37.非鉄金属 486 3,499 
38.ネジ，止め金，カスガイ等 20 148 
39. 自動車および自動車タイヤ 563 7,935 
40.鉄鋼ノξイプ 39 354 
41.原動機 30 222 
42.内燃機 関 146 2,816 
43.機 械装置 1,349 11,340 
44.機械装置部品 24 737 
45.バッテリーその他 25 235 


















































































































































































































































































































































































落花生 57,367 41,562 45,994 
大豆 77,048 69,260 82,501 











































































下におかれていたが， 4月14日付けで PNAneka Niagaを通して売られること
が決定された。以下の会社の綿糸と織物が対象である。
-PT Abdulrachman Aslam 
-PT Karkan 











































1962 44,099 II 
1963 30,756 I 
1964 70,208 I 
1965 98,795 I 
V織物用原料を討議 タエブ織物・軽工業相は，ブオノ副首相を訪問し織物
工業用原料の不足問題につき討議した。





















































































承認をえたプロジェクト数は 6で， DwiSri Djayaプロジェクト（西部ジャ






























コプ ラ－ 1万1000 グ
ガンビールー 30 グ
木 炭－ 390 が
とかげ皮－ 1 /I 
































T PT Aslam, PT Karkamの資本一揮一一プオノ，スハノレト副首は PTAslam, PT 
Karkam両者の資本の一掃を決定する共同声明を発した。






































































































































































































































西ヌサト ゥ ン ガ ラ















































































































































































































V そ の 他
(1）家蓄・同加工品
(2）海 産 物


























f PNI新幹部，大統領を訪問 マリク議長をはじめとする PNIの新幹部は
スカルノ大統領を訪問した。
, 1:-5月の物価動向一一今年に入って下記の物資は値上りを続けている。
商品名 I 1月 I2月 I3月 I4月 I5月 1_5月21日
ベンツ（220’S，官2) I 100 I 131 I 162 I 185 I 15s I 230 
















5×100 cm, 60 g/m2) 
インドネシア（ 5月）
I 1月 I2月 I3月 I4月 I5月 js月21日
100 104 135 135 270 
100 127 145 172 220 
100 150 233 200 420 
100 150 225 200 340 
100 140 147 153 133 200 
100 100 175 150 125 250 













































































































V第 1四半期のゴム輸出一一一第1四半期における Gto Gおよび自由市場によ
る貿易を除く国営ゴム農園の輸出実績は次の通り。乾燥ゴムの輸出高は2万4078
トンヲ 1078万6335.4ドノレ，乾燥ゴムおよびラテックスの輸出高は2万5566トン，















アメリカ 1万1408トン ベルギー 1420トン
日 本 575 II オランダ 990 ,. 
西ドイツ 655 I イギリス 125 グ
第 1四半期の輸出実績から，国営農闘の年間輸出高は4000万ドルにのぼること
が期待される。







































































































































































































年 歳 出 歳 入 赤 p寸よ4， 
1961 35,993 10,227 15,766 
1962 34,466 4,190 30,276 
1963 78,954 1,964 76,990 
1964 142,204 3,628 138,576 
1965 446,178 446,178 





年 次｜ 開発銀行外融資 開銀融 資 ム口、 計
1961 22,592 3,401 25,993 
1962 16,096 18,370 34,466 
1963 10,603 68,351 78,954 
1964 7,850 134,354 142,204 
1965 58,285 387,893 446,178 




1961 I 札制 I 62,218 I 
1962 I 122,245 I 74,018 I 





*22 , 894, 342 
本22,585,500












内 訳｜内政費 l軍事費｜合 計
I (1）人件費 I 251,169.5 I 378,004.4 I 629,213.9 
12）年金； 38,023.9 I I 38,023.9 
(3）資財費 I 111,1s1.s i 136,692.4 I 307,844.2 
(4）維持費｜ 13,662.s I 47,626.2 I 61,668.3 
(5） 公共事業費（ 1,719. s i 12,948.5 I 20,295.9 
(6）地方自治体費： 39,295.9 I I 39,295.9 
(7）補助金 j 10, 1s9. 1 I -- I 10, 1s9. 1 
(8）利子支払 1 33,361.s i - I 33,361.s 
n (9）非開発予算 i 106,369.1 I 11ヲ444.8 I 123,813.9 
皿 Q.O）国営企業予算｜ n,soo.3 I 11,063.o I 82,863.3 
N a司計測予算｜ s,229.4 I 468.s I 5,698.2 



























































































万紡錘）， Kudusにおける Muriateks織物・仕上工場， GunungKidul手織織機フ。
ロジェクト， Senajan紡績工場（ 3万紡錘〉， Tjipadung紡績工場（ 3万紡錘），
Setjang紡績工場（ 3万紡錘）， Grati紡績工場（ 3万紡錘）， Lawang紡績工場 C1 






工場若干（日本借款）である。この他旧中国援助による Padang,Madium, Makasar 
紡績工場プロジェクトがありそれぞれ2万5000, 3万， 3万紡錘である。
現在の繊維需要（目標年間 1人当り 8メートル）で考えると，紡績部門は 39万
2000紡錘で自給率30%，織物，編物，縫製部門は100%，仕上げ部門は37%である。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































193.53 I 24 
303. 99 I 27 
487.67 I 29 
s12.24 I 24 










でも比率でも大きいことである。 9月末から12月末までに 1兆3000億以上， 65年12月
末から 66年3月までに3兆以上増加している。 65年7月末から 9月末まではわずか








































































(1）陸 軍 相 スハルト中将
(2）海 軍 相 ムルャディ少将
(3）空 軍 相 ルスミン・ヌルャディ少将





(3） 司 法 相 ウマノレ・スノアジ教授
(4）情 報 相 ブノレハヌディン・ディア
3. 国民福祉部門
(1）教育文化相 サリノ・マングンプラトノ
(2）宗 教 相 サイフディン・ズフリ
(3） 社 会 相 タンブナン
(4）保 健 相 シワベシイ教授
（功労働力相 アワルデザイン・ジャミン
4. 経済財政部門
(1）通 商 相 アスハリ少将
(2）財 政 相 フランス・セダ
(3）交 通 相 ストボ空軍准将
(4） 海 事 相 ヤティジャン少将
(5） 農 業 相 スチプト准将




(1) 基幹工業・動力相 M・ ュスフ少将
(2）繊維工芸相 モハマド・サヌシ








4. Makkamah Agung 最高裁判所
















（吋輸出向 100,QQQ I 
（同報奨用 130,000 , 

































漂白土 180 I 
鉄線 1,195 " 
トヨタ自動車部品 75,128 PCS 
ベモ用部品 29.690 グ
ベチヤ自転車用部品 39,000 I 
り 7月15日香港又は日本より到着予定
固型苛性ソーダ 2,374 トン
味の素 60 I 
宮田自転車部品 41,440 PCS 
綿糸 944 梱




粉ミルク 200 8 
ベモ用部品 10,185 PCS 
アルミニュームシート 191 トン
付 7月19日，日本より到着予定
Bleaching Sulfite long五ber 544 トン
煙草用紙 641 連
日産自動車部品 50,503 PSC 
Barium chloride 15 トン




Bleached kraft pulp 200 I 
付 8月，日本より到着予定
漂白土 155 トン























































































































































































































































































































T MPRS一般討論終了 一MPRSのー舵討論が終了したn 全部で68名の議員が
発言の機会をもったの





⑦ A委員会一法一般，政治問題 （マスデ、ィ MPRS高I］議長）
② B委員会一経済，財政，再建問題 （マリキ グ ） 



























完了lJ.える協定が成立 L/:-. 2:発走Lたη その内990万8000ドルは 7万5000俵の原棉，
残りがその他の商品にあてじれる。
































































































PSll, PNl, ムハマジィヤ Perti, I》KI，ガスピンド，ノζ／レキンド， ソクツ等が
中心であるO
8 日 Vス副首相議会 MPRS指導者と会談＿！..＿スハルト副首相はカノレタクスマ少将，
スチプト准将，アラマジャ少将，スジョノオマ／レ・ダニ大佐を伴い議会， MPRS
の指導者と会談し内閣結成問題を討議した。


































































































































































































































1957～8=100 I 1958ニ 100
1963年末 2,226 900 
1964年末 5,234 2,231 
1965年末 37,500 7,564 
1966年1月 56,020 11,500 
2月 67,312 12,100 













62年 I 74.1 
63年 I 162.1 
64年 I 260.0 
654'- I 671. 2 
- 48.1 



















































































































































































Oleiferous fruits ) 























































































































































100 " ( 2 kg当り）
































































































































































































西 開 714,555 
東 韓 669,783 
南 881,005 


















: ＿＿」ー口 1 66年6月
）…，…I 21日 I2s日 I




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 1 40000 ! 85000 i 80000 I 
400 i 1so I 112so 10000 i 
2,so I 13,4剖： 1則。／ 15589411悶 74









































































！グ Iso kg 
1 1 I 1 kg 







































































































1 50% （旧20%) 10% 
2 75% （旧60%) 10% 




































































































































































日 本 @3000万ドル ⑮贈与 250万ドノレ
オラ ンダ 1800万ドル（⑧に含む〉 6930万ドル
フ ラ ンス 400万ドノレ（⑮を含む〉 200万ドノレ
西 独 1900万ドル 4070万ドル
イ ン ド 1300万ドル
米 [t.=J 3600万ドノレ 1950万ドル














































































































































































V 日本からの綿糸近々到着 －－－－ 3千万ドソレの緊急円借款の枠内で、輸入決定をみ
た綿糸 2万7392梱と亜麻布1983布梱が今月中出荷される。双方の価額はそれぞれ
667万ドル， 70万ドノレである。














































内訳はアメリカへ 107万 1千キロ，ヨーロッパへ 16万6千キロ，日本へ2万5千
キロである。なお，ここ数年の輸出は， 1962年107万7300キロ， 1963年132万8200
キロ， 1964年 14:3万8300キロであったが， 65年はマレーシア対決政策のため激減
している。

































































































































































































































I 1月3日 I 4月 1日 I 7月1日 I 9月29日
コーヒー（ポンド当り） I 42.75ドル I 41.so " I 40.50 グ I 40.25 " 
ゴ ム（キログラム当り） I 1. 99ギルダーi1. 94 " I 1. 84 " I 1. n " 
ヤシ油（トン当り） I 92ポンド｜ 90 グ I 84 グ I 90 グ
コプラ（トン当り） I 22s.sドル i 193 " I 185.5 グ I 174 " 


























































































































































































































































































































































中部ジャワ 20,708 " 
ジョグジャカノレタ 2,522 I 
東部ジャワ（含マドラ） 24,551グ
その他地域
スマトラ 17,879 I 
カリマンタン 4,661 I 
スラウェシ 8,043 I 
ヌサテンガラ 6,307 I 
マルク〈含西イリアン） 1,759グ

















































































































































































































































I 粗歳入 粗歳出 赤字 ｜ 現金赤字
：；）実績 I . I I 74 0 122.1 
J I .1 329. 8 -167. 7 
-48.1 I -61.7 
I -141.4 
64 実績－暫定 I 283.4 681.3 -397.9 （ー356.0
65 修正一推定 I 923.4 2,526.3 -1,602.9 I -1,438.o 
66 原 案 1 81.3 81.3 C新ルヒ。ア〕
次に原案の内訳を見てみると，
（単位億ノレピア）
歳入合計 813 歳出合計 813 
1. 直接税，間接税，関税 335.66 1. 政府各省開発予算地 114.44
2. 地方開発課金 20 2. 地方開発予算 20 〉開発部門
3. 輸出為替販売収入 142.3 3. ＊国軍開発予算 12 
4. 外国借款 295 4.＊＊経常予算 420 
5. そのf也 20.04 5. 債務分割支払い 130.84 
6. 68年総選挙準備費 13 .13 1経常部門
7. 地方自治体に対する交付金72






1. 歳入増加 8.16 5. 下部構造復旧 42.55 
2. 食糧増産 27.19 6 生産能力増産 4.78 
3. 輸出物産 9.55 7 心性（教育・情報〕 10.51 
4. 繊維品 6.19 8. その他 5.51 
この原案が例年と較べて著しく特徴的な点として大統領の専決による特別予算が全、















































































































































































種 知 生産国； 生産能力
A. 大プヲンテーション
1 コ ム 420.0 215.0 
2. 茶 67.0 44.0 
3. コ ー ヒ 一 36.0 12.0 
4. キニー ネ 2.5 1.5 
5. コ コ ア 3.7 0.65 
6 ヤ 、／ 90.0 155.0 
7 繊 手f: 4.0 9.0 
8. タ ノ、 コ 12.0 100.0 （梱〉
9. 砂 糖 75.0 600.0 
B.民族プランテーション
1 小規模ゴム 1,500.0 480.0 
2 ご1 』 ー ヒ 一 250.0 120.0 
3. 茶 60.0 40.0 
4. タ ノ、 コ 175.0 100.0 （桐〉
5. コ コ ナツ 1,800.0 1,300.0 
6 胡 し ょ つ 39.0 49.0 
7. にく ／〉 く 16.0 5.0 
8. クロ ーフ 67.0 10.0 
9. シナモ ン 8.0 11.0 
10. コ コ ア 2.8 2.0 
11 カンドノレ・ナット 16.0 13.0 






































グンフ。ラノト基礎教育相は 1日 KAMIに対して，現在初等教育教員は9万 3千
人不足していると語った。









































































































































































































































































































































































































































































分の lは始めの 2年後にインドネシアに返還され，さらに 4分の 1がそれから 3
年後に，さらに 4分の 1がまた 3年後に返還される。残りの4分の lは始めの 8
年間は日本の会社に委ねられる。九州、｜石油会社は少なくとも 100万ドノレを始めの


























































































1 1日 , PNIリァウ支部解散一一リァウ地区の PNl支部が解放させられたということ
が伝えられている。これは，先月末の北アチェ支部解散と関連して行なわれたも





















































15日 T KOTIは単なる政府機関に一一一スハノレト内閣幹部会議長は 67年1-h!家予算に関
する国会答弁における憲法外機関についての関連の中で， KOTIはもはや政策立
案機関でなく，単なる政府の 1機関であるに過ぎないと語った。
V メイズ輸出 6万トン一一一農務省当局は，今年度のメイズ輸出は 6万トンに達


































































































































































































































































1962～63 I 13, 712, ooo I 40,527, ooo 1 1964～65 I 26,644,ooo I 19,397 ,ooo 








































材が輸IL¥された。 rp部ジャワからの木材輸出総額は 1962年には 660立方メートノレ
であり， 196'.1{j＇－には 770立方メートノレで、あり， 1964年には 2510立方メートノレで、あ
り， 1965年には4100立方メートルだった。
29 B Vインドネシアがビルマ米を買う一一一7万5千トンの米を 1トン， 43ポンドで
インドネシアに売ることにビ、ルマ政府は同意した。船積は 2月に行なわれる。


































66年 1月から 6月までの新規登録外人数は， 1月が214人， 2月が226人， 3月






































民大多数の利益の管理統制にかかわる部門であり，次の通り。 a. 港湾， b. 公共
用電力の生産，送電および配電， C. 電気通信， d. 海運， e. 航空， f. 飲用水，




















































外人労働者と関連して支払われた経費O c.追って定められるその他の経費。 d. 恒































































3. 12 Iスハルト陸相はPK L 翼下団体を解散した。



















対 外 関 係
2. 11 I国会は反イ活動のカドで北京放送，新華社通信を非難
しfこ。



















韓 国 321頁 256頁 268頁
中 国 品切 519 
イ ン ド 244 241 257 
インドシナ 324 263 267 
フ ィ リ ピ ン 167 173 274 
タ イ 247 240 332 
シンガポ｝ル 374 242 196 
インドネシア 303 296 251 
ビ ノレ ぺf 269 325 387 
ノf キスタン 406 品切 354 
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